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研究の目的と方法

筆者は, 「大学におけるダンス授業の一事例研

究I II III」において, 共通のテーマのもとで意見

をのべあい, 協力しあいながら一つの作品をつく

りあげるという集団による創作 ダンスの学習は, 

単に技術を向上させるのみではなく学習者に創造

の喜びや自信 をあたえ, このような経験が一人一

人を新しく変革させる原因となって生涯にわたっ

て自らを高めていくために学び, 努力する意欲的

な人間を育成することを明らかにした。そこで今

回, このようなダンスに対する喜びや自信はリー

ダーシップにも有効に働 きかけるのではないかと

考え, 体育コースの学生を対象に1年 間(平 成6

年4月20日-7年1月23日) 2-6人 の集団によ

る創作ダンスを盛 りこんだ授業を行い, ダンスに

対 す る 〈好意度 〉〈自己効力感 〉 とダンスの

〈リーダーシップ〉との関係を研究することにした。

社会的報酬理論の立場にたつバス, A. H. は, 人生

の初期に出現する遺伝的気質には社会的報酬を求める

社会性, 情緒的報酬を求める情緒不安定性, 活動性の

三つがあり, これらの気質は, 環境とともにその後の

パーソナリティ特性を決定する一つの要因になると考

えている。そのなかで, リーダーシップは支配を求め

る手段の一つであり, その成分をイニシアチブ, 決断

力, 責任感と考えて特性項目を抜粋している。

バ ンデューラ, A. H. は, 彼の社会的学習理論

のなかで, 自己効力 とは, いま自分にはこのよう

なことがここまでできるのだという自己の可能性

を予期する能力をさし, このような自己の努力や

判断や決断にねざした自信や意欲が, 課題の解決
へと立ち向かわせる動機になるとのべている。

本研究は以上の説を参考にし, ダンスに対する

〈好意度〉についてはa踊 ること, bつ くること, c

見ることを7段 階で評価 させ, 〈自己効力感〉と

〈リーダーシップ〉のAイ ニシアチブ, B決 断力, C

責任感については7段 階で評価させた調査項目の

平均値を得点 とし, それぞれの学習の前と後を平

均50点, SD10と なるようにz得 点化 した。

結果と考察

1. ダンスに対する 〈リーダーシップ〉, 〈好意

度〉, 〈自己効力感〉は, すべて, 学習後得点が有

意に高 くなり, 集団による創作ダンスの学習効果

が認、められた。

2. a踊 ること, bつ くることが好 きになり, 〈自

己効力感〉が強 くなる度合いの大きいものは, 小

さいものに比べてダンスの 〈リーダーシップ〉を

伸ばす度合いの大きい傾向が認められた。

3. ダンスをc見 ることが好 きになる度合いの大

きいものに比べ, c見 ることが好 きになる度合い

の小さいものはダンスの 〈リーダーシップ〉を伸

ばす度合いの大きい傾向が認められた。

以上全体的にみて, 集団による創作 ダンスに対

する好意的な感情や自己効力感にねざした自信や

意欲は, ダンスのリーダーシップにも有効に働 き

かけてその能力をより大 きく伸ばす傾向が認めら

れたといえる。 ダンスを見ることに対 してのみは, 

好 きになる度合いの小 さいものの方がリーダー

シップを伸ばす度合いが大 きくなる傾向にあり, 

このことは, 「見る」という受容的な学習内容に対

する受けとめ方の変化があらわれたものと考える。

表1. 〈自 己 効 力 感 〉

数字=z得 点 ()内=SD
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表2. ダンスに対する 〈好意度〉
数字=z得 点 ()内=SD
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